
 

 

 

 

 

  Ｔｅｔａｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ．Ｈｅｘａｇｏｎａｌの 

  ｓｔｅｒｅｏ投影図による直交座標変換確認 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２５年０１月２７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



１．概要 

 直交座標系のＴｅｔａｒａｇｏｎａｌ、ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃはＣｕｂｉｃに変換可能である。 

    又、Ｈｅｘａｇｏｎａｌの直交座標系へ変換も可能である。 

 この事をステレオ投影図で確認を行う。 

 

 格子定数を（ａ，ｂ，ｃ，α、β、γ）で表現し、方位を（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］ 

 Ｃｕｂｉｃの方位を（ＨＫＬ）［ＵＶＷ］とした場合 

 ＴｅｔａｒａｇｏｎａｌＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃは 

  Ｈ＝ｈ／ａ 

  Ｋ＝ｋ／ｂ 

  Ｌ＝Ｌ／ｃ 

  Ｕ＝ｕ＊ａ 

  Ｖ＝ｖ＊ｂ 

  Ｗ＝ｗ＊ｃ 

 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ（ｈｋｉｌ）［ｕｖｔｗ］とした場合 

  Ｈ＝ｈ＊２／ｓｑｒｔ（３）＋ｈ／ｓｑｒｔ（３） 

  Ｋ＝ｋ 

  Ｌ＝ｌ＊（ａ／ｃ） 

  Ｕ＝ｕ＊ｓｑｒｔ（３）＋ｖｓｑｒｔ（３）／２ 

  Ｖ＝ｕ＊３／２ 

  Ｗ＝ｗ＊（ｃ／ａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃとＣｕｂｉｃ比較 

 計算を簡単にするために格子定数ｗｏ（１，２，３，９０，９０，９０）とする。 

 方位を（１２３）［１１－１］とする。 

 Ｃｕｂｉに変換すると（１１１）［１２－３］である。 

 ステレオ投影として（１２６）―＞Ｃｕｂｉｃでは（１１２）になります。 

Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ    

 

Ｃｕｂｉｃ 

 

 

 ＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃのＣｕｂｉｃ変換が出来ています。 

 

 

 

 

 



３．ＴｅｔｒａｇｏｎａｌとＣｕｂｉｃ比較 

 計算を簡単にするために格子定数ｗｏ（１，１，３，９０，９０，９０）とする。 

 方位を（１２３）［１１－１］とする。 

 Ｃｕｂｉｃ変換すると（１２１）［１１－３］である。 

 ステレオ投影として（１２６）―＞Ｃｕｂｉｃでは（１２２）になります。 

Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ 

 

Ｃｕｂｉｃ 

 

 

 ＴｅｔｒａｇｏｎａｌのＣｕｂｉｃ変換が出来ています。 

 

 

 



３．ＨｅｘａｇｏｎａｌとＣｕｂｉｃ比較 

 変換により実数の指数になり変換が困難なため、概略比較を行う。 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの格子定数を(１，１，２，９０，９０，１２０)とし 

 方位を（０００２）［３２－５０］としＣｕｂｉｃ変換では（０，０，１）［６．９２，３，０］を 

 （００１）［７３０］比較を行う。扱う方位を（３１－４２）Ｃｕｂｉｃ（４１１） 

Ｈｅｘａｇｏｎａｌ 

 

  

Ｃｕｂｉｃ 

 

 

 Ｈｅｘａのマークなしは、Ｃｕｂｉｃの（３３１）の位置 

 

 



 

 

この方法によりリガク［X線回折ハンドブック］ＳｉＯ２（０００１）［―１０１０］ 

  

 



カラー表示 

 

 


